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心電図と向き合う
決心を後押しする
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ICUに配属された経験のあるナースで，心電

図に関する書籍を購入したことがあるという人は

多いのではないだろうか。現に私もその 1人であ

る。看護学生時代には PQRSTの波形とその意味

を知るくらいで済んでいた。しかし，ICUナース

として臨床現場に出た途端，モニター上の心電図

波形を瞬時に読み，緊急性が高いものか経過観察

してもよいものかを判断しなければならなくな

る。昨今の一般病棟は一昔前の ICU並に入院患

者の重症度が増している。「（死因はがんがトップ

だが）がんの患者さんにも心臓や血圧の持病があ

る人がたくさんいる。（中略）常に心疾患を意識し

ていることが必要」と，著者の言葉にもあるよう

に，いまやすべてのナースの前に“心電図という

壁”が立ちはだかっているといえる。心電図は波

形を読もうと向き合わなければ決して読めるよう

にはならない。しかし，向き合おうと決心するこ

とさえできれば，しめたもの。波形を読むポイン

トとコツを教えてくれる優良なテキストという味

方をつければ，それほど手強い相手ではなくなる

のではないだろうか。

私は会話式に書かれた書籍を読むのが実は少

し苦手である。誰がどの立場で何を話しているの

か混乱してわかりにくくなるからである。しかし，

この本では，ナースとドクターとのやりとりが，

かえってわかりやすさを増している。誰もが疑問

に思うであろうことを，いいタイミングでナース

がドクターに質問するのである。「心電図はどう

してアルファベットの Aからではなく，Pから始

まるの？」「サイナスリズム＝正常なの？」「QRS

の幅が広いと必ず異常なの？」などなど。ドクター

はこれらにズバリ“快”答してくれる。

また，実践向きだと感心したのは，臨床でよ

くつかわれる略語表が載っており，よくみかける

けど意味がわからないといった心電図に関連する

略語を英語，日本語，さらには該当ページまでも

並列に表記している点である。アルファベット恐

怖症になりがちな新人ナースにはうってつけであ

る。欲を言えば，略語表記されることが多い冠状

動脈を詳細に示した解剖図があるとさらに活用度

がアップしそうである。

そして，心電図の取り方や読み方を解説して

いる本はよくある。というか，それだけに終始し

ているものがほとんどである。この本で特筆すべ

きは，心電図で異常波形を見つけたときの医師へ

の伝え方がわかるうえに，医師が到着するまでの

間に自分が何をして待つべきなのかを教えてくれ

ているところである。まさに，かゆいところに手

が届く一冊！

実習中の看護学生や卒業したてホヤホヤの新

人ナースから，心電図の基本を学びなおしたい中

堅まで幅広く，末永く活用していただけると思う。
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